
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
一
そ
の
一
一

建
　
林

正
　
喜

は
　
し
　
が
　
き

（
１
）
　
バ
ラ
ソ
ス
対
ア
ソ
バ
ラ
ン
ス
成
長
論
争
の
批
判

　
（
一
）
　
Ａ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論

　
（
二
）
　
Ｍ
・
フ
ラ
ン
ケ
ル
の
ア
ン
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論

　
（
三
）
　
問
題
点
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
（
以
上
本
号
）

（
皿
）
　
不
均
等
発
醍
と
不
均
衡
発
慢

　
（
四
）
　
再
生
産
論
と
成
長
理
論

　
（
五
）
　
不
均
等
発
腿
に
お
げ
る
基
本
的
経
済
法
則
の
展
開

　
（
六
）
　
不
均
等
発
展
の
法
則
確
立
の
た
め
に

む
　
　
す
　
　
び

は

し
　
が

き

　
本
稿
に
お
け
る
わ
た
く
し
の
狙
い
は
二
つ
あ
る
。

　
第
一
は
い
わ
ゆ
る
不
均
等
発
展
の
法
則
の
近
代
経
済
学
版
と
も
い
う
べ
き
、
バ
ラ
ン
ス
対
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論
争
の
中
心
点
は

何
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
方
法
上
の
特
徴
は
何
で
あ
る
か
を
明
き
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
映
Ｈ
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
三
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
三
九
四
）

　
第
二
は
経
済
的
不
均
等
発
展
の
法
則
を
真
に
法
則
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
。
は
、
こ
の
法
則
の
内
容
を
再
検
討
し
、
マ
ル
ク
ス
経

済
学
の
中
に
正
し
く
位
置
づ
げ
ね
ぼ
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
如
何
に
行
な
わ
る
べ
き
か
に
っ
い
て
試
論
す
る
こ
と
。

　
二
つ
の
狙
い
は
勿
論
た
が
い
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
私
に
お
い
て
は
む
し
ろ
第
一
の
課
題
解
決
は
第
二
の
狙

い
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
準
備
作
業
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
具
体
的
に
は
、
わ
た
く
し
は
ま
ず
近
代
成
長
理
論
を
紹
介

批
判
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
が
、
そ
こ
で
は
こ
の
理
論
が
、
現
代
資
本
主
義
の
主
要
な
諾
問
題
の
う
ち
何
を
と
り
あ
げ
、
何
を
逸
し

て
い
る
か
を
見
定
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
結
果
を
携
え
て
、
わ
れ
わ
れ
の
経
済
学
で
同
じ
問
題
が
ど
ん
な
ふ
う
に
説
明
さ

れ
る
か
、
近
代
経
済
学
が
逸
し
た
問
題
が
ど
ん
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
単
な
る
批
判

の
た
め
の
批
判
は
わ
た
く
し
の
意
図
に
は
関
係
が
な
い
。
批
判
を
通
じ
て
わ
れ
わ
れ
の
経
済
学
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
意
義
を
さ
ら

に
深
く
理
解
す
る
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
私
の
意
図
は
な
い
。

（
１
）
　
バ
ラ
ン
ス
対
ア
ン
パ
ラ
ン
ス
成
長
論
争
の
批
判

　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
Ａ
・
コ
ソ
ラ
ッ
ト
の
ハ
ラ
ソ
ス
成
長
論
　
　
批
判
的
コ
メ
ソ
ト

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
一
　
こ
こ
に
数
多
い
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論
の
な
か
か
ら
、
特
に
ア
ソ
ト
ソ
・
コ
ソ
ラ
ッ
ド
の
所
論
を
え
ら
ん
で
紹
介
批
判
す
る
の
は
、

　
（

彼
の
所
論
が
一
応
い
ま
ま
で
の
論
争
の
成
果
を
踏
ま
へ
て
独
自
の
見
解
を
展
開
し
、
こ
の
立
場
の
長
短
両
面
を
は
っ
き
り
示
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　
コ
ソ
ラ
ッ
ド
に
よ
れ
ぼ
、
バ
ラ
ソ
ス
成
長
（
阻
９
０
昇
０
乏
Ｏ
巨
好
窃
オ
８
ブ
。
。
～
昌
）
と
い
う
言
葉
は
い
ろ
ん
な
意
味
を
も
っ
て
い
る

が
、
一
般
に
は
全
て
の
、
或
は
す
く
な
く
と
も
大
部
分
の
経
済
諸
部
門
の
同
時
的
な
拡
大
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
う
少
し
厳



密
に
規
定
す
る
な
ら
ぼ
、
「
○
Ｏ
す
べ
て
の
セ
ク
タ
ー
の
等
率
成
長
（
。
・
巨
９
霧
肩
Ｓ
９
巨
』
窮
オ
・
）
吻
個
々
の
セ
ク
タ
一
の
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

と
き
ど
き
の
需
要
の
所
得
弾
力
性
に
照
応
す
る
拡
大
」
で
あ
る
。
も
し
二
部
門
分
割
に
従
う
た
ら
ば
、
バ
ラ
ソ
ス
成
長
と
は
「
Ｏ
Ｏ
消

費
財
分
野
と
投
資
財
分
野
の
等
率
成
長
　
似
消
費
函
数
に
照
応
し
た
両
分
野
の
拡
大
」
で
あ
っ
て
、
　
「
そ
の
上
に
立
っ
て
二
つ
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

準
が
一
致
す
る
よ
う
な
、
特
殊
な
モ
デ
ル
が
え
ら
ぼ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
」
　
そ
し
て
そ
の
最
も
簡
単
な
の
は
ハ
ロ
ッ
ド
．
ド
ー

マ
ー
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
い
ま
９
を
も
っ
て
二
部
門
に
共
通
な
限
界
資
本
係
数
と
す
れ
ぼ

　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ
Ｉ
ｂ
」
、
１
１
黒
」
ト
十
」
Ｏ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
Ｈ
一

　
限
界
消
費
性
向
を
ぴ
と
す
れ
ぼ

　
　
　
　
　
　
」
０
１
ｌ
Ｒ
」
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
一

　
こ
の
両
式
か
ら
（
但
吻
十
只
１
ｌ
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ

　
　
　
　
　
　
」
ｏ
ｌ
Ｉ
１
」
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
”
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
そ
し
て
い
と
２
ａ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
↑
、
六
、
・
む
、
　
　
　
　
　
　
　
一
・
。
一

　
（
４
）

を
得
、
ま
た
消
費
に
つ
い
て
も
同
様
に

　
　
　
　
　
　
。
、
。
、
小
、
ミ
、
・
吐
、
－
一
　
　
　
　
Ｓ

　
　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
三
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
（
三
九
六
）

　
　
（
５
）

を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
そ
こ
で
閉
お
よ
び
｝
を
合
一
計
す
れ
ぼ
左
の
よ
う
な
所
得
方
程
式
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
干
テ
丁
一
一
・
む
、
－
一
　
　
　
　
一
ｇ

　
さ
て
こ
こ
で
右
の
よ
う
な
モ
デ
ル
の
計
画
性
を
強
調
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ぼ
、
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
貯
蓄
性
向
や
消
費

性
向
を
用
い
る
代
り
に
、
総
投
資
の
生
産
財
部
門
と
消
費
財
部
門
と
へ
の
計
画
配
分
率
（
篶
、
篶
）
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。
コ

ソ
ラ
ッ
ド
は
篶
篶
に
た
い
し
次
の
よ
う
な
定
義
を
与
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ｏ

　
　
　
　
　
　
ご
１
－
ｂ
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
　
　
さ
１
ー
や
－
１
　
　
　
（
霊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
そ
し
て
も
し
も
投
資
が
消
質
函
数
に
照
応
し
て
行
な
わ
る
べ
き
だ
だ
と
す
れ
ぼ
、
両
部
門
の
均
衡
配
分
率
は
ゴ
、
Ｈ
シ
ず
共
１
ｌ
Ｒ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

す
な
わ
ち
投
資
は
限
界
貯
蓄
性
向
と
限
界
消
費
性
向
に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
と
り
あ
え
ず
、
か
よ
う
な
宇
の
定
義
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
い
ま
投
資
財
郁
門
、
消
費
財
郁

門
の
計
画
投
貧
を
ム
お
よ
び
ム
と
す
れ
ぼ
Ｈ
ｌ
ｌ
卜
十
い
、
こ
の
両
辺
を
１
で
除
す
れ
ぼ

　
　
　
　
　
　
ゴ
十
さ
１
Ｉ
Ｈ

　
他
方
…
式
、
１
１
貫
ミ
十
」
Ｏ
）
の
両
辺
を
１
で
除
し
て

　
　
　
　
　
　
　
」
、
　
　
」
ｏ

　
　
　
　
　
　
ｂ
ｌ
－
－
十
ｂ
ｌ
Ｉ
－
１
－
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
ト

で
あ
る
か
ら
、



　
　
　
　
　
」
－

ご
十
さ
１
１
ｂ

　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
」
ｏ

＋
も

　
　
＼

或
は

　
　
　
　
　
　
↑
玉
一
÷
↓
さ
－
・
　
　
　
一
・
一

　
と
こ
ろ
で
、
（
・
）
式
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
二
っ
の
括
弧
の
中
が
悉
く
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
。
一
方
の
正
（
負
）

が
他
方
の
負
（
正
）
で
相
殺
さ
れ
れ
ぼ
よ
い
。
っ
ま
り
計
画
投
資
が
白
由
な
貯
著
の
範
囲
で
行
な
わ
れ
さ
え
す
れ
ぼ
、
一
方
の
ア
ソ

バ
ラ
ソ
ス
は
他
方
の
逆
の
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
で
相
殺
さ
れ
る
わ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
も
二
つ
の
括
弧
の
中
が
そ
れ
ぞ
れ
ゼ
ロ
で
あ

る
な
ら
ぼ
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ト
　
　
ト
　
　
」
ト
　
　
　
　
　
　
」
ｏ
　
　
ト
　
　
」
ｏ

　
　
　
　
　
　
ゴ
ー
Ｉ
ｂ
　
　
ｌ
ｌ
１
－
・
　
　
Ｎ
ど
ゴ
ー
ｌ
ｂ
　
　
ｌ
ｌ
－
－
－
・
　
　
１
ｌ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
」
、
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
」
Ｈ
　
　
ト

な
ら
ぼ
、
こ
れ
は
勿
論
（
・
）
式
を
成
立
さ
せ
る
充
分
匁
条
件
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
宇
に
ア
ス
テ
リ
ッ
ク
を
付
し
て
均
衡
配

分
率
を
示
す
こ
と
に
は
異
論
は
た
い
が
、
計
画
配
分
率
を
ゆ
６
ａ
で
定
義
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
定
義
さ
れ
て
い
る
の

は
宇
で
は
な
く
は
じ
め
か
ら
＊
宇
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
沮
乱
は
後
の
叙
述
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
右
の
点
は
別
に
し
て
コ
ソ
ラ
ッ
ド
の
議
論
に
立
ち
帰
ろ
う
。
彼
は
閉
及
び
旧
か
ら
平
均
貯
蓄
投
資
率
４
■
巧
を
っ
く
る
。
そ

れ
は

　
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
↓
小
十
一
｝
一
｝
１
小
一
　
　
（
、
、
）

不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）

五
　
（
三
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
三
九
八
）

と
な
る
が
、
こ
の
式
は
■
巧
が
８
か
ら
乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
い
う
。
「
４
一
巧
は
５
の
よ
う
に
コ
ソ
ス
タ
ソ

ト
で
は
な
く
、
通
常
、
期
問
を
追
う
て
高
ま
り
“
↓
８
に
対
し
３
の
価
に
近
づ
く
。
そ
の
理
由
は
、
所
得
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、

消
費
函
数
に
含
ま
れ
所
得
か
ら
独
立
し
た
消
費
を
あ
ら
わ
す
附
加
的
諸
常
数
の
総
所
得
に
占
め
る
割
合
が
、
ま
す
ま
す
小
さ
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
Ｈ
　
　
ト
　
　
　
」
Ｈ
　
　
」
、
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
投
資
、
消
費
お
よ
ぴ
所
得
の
成
長
率
も
岐
か
れ
る
。
」
＼
Ｖ
吋
か
ら
ト
Ｖ
，
１
が
生

じ
る
・
す
な
わ
ち
既
述
の
よ
う
に
、
限
界
貯
蓄
－
投
資
率
が
平
均
貯
蓄
－
投
資
率
よ
り
大
な
ら
ぼ
、
投
資
の
成
長
は
ま
た
所
得
の
成

長
よ
り
も
大
き
い
。
国
民
所
得
と
そ
の
構
成
要
素
〔
投
資
と
消
費
〕
の
等
率
成
長
が
生
じ
る
の
は
、
消
費
函
数
↑
り
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
§
　
　
　
　
　
　
ｏ
．
　
Ｒ

　
　
　
　
　
　
Ｏ
ｏ
－
－
卜
１
１
０
　
或
は
　
－
－
１
１
…
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
吻
　
　
　
　
　
　
　
卜
　
吻

な
る
場
合
、
乃
至
は
所
得
成
長
の
過
程
が
相
当
す
す
み
、
こ
れ
ら
の
常
数
が
総
所
得
に
た
い
し
無
視
し
う
る
比
率
に
な
っ
て
い
る
場

　
　
　
　
　
（
８
）

合
だ
げ
で
あ
る
。
」
，

す
な
わ
ち
（
、
、
）
式
に
お
い
て
“
、
小
で
華
、
牟
あ
る
い
は
乏
の
価
が
限
り
な
く
大
き
く
な
つ
て
そ
の
結
果
一
一
寸
、
。

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
、
。
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
曽

と
な
る
以
外
は
１
吻
に
は
な
ら
な
し
そ
の
か
ぎ
り
で
ギ
〈
吻
”
ミ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
さ
き
に
バ
ラ
ソ
ス
成
長
の
原
型
と
し
て
ハ
ロ
ツ
ド
・
ド
ー
マ
ー
の
モ
デ
ル
を
あ
げ
た
が
、
こ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、

投
資
財
部
門
と
消
費
貯
部
門
の
等
率
成
長
と
い
う
、
バ
ラ
ソ
ス
成
長
の
基
準
い
は
充
さ
れ
な
い
。
そ
れ
が
充
さ
れ
る
の
は
初
期
条
件

○
つ
が
成
り
立
っ
ば
あ
い
だ
け
で
あ
る
が
、
長
期
的
な
観
察
に
さ
い
し
て
は
、
消
賀
と
所
得
と
の
…
の
厳
密
な
比
例
関
係
は
、
理
論
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

に
も
経
済
的
に
も
成
立
し
な
い
。
等
率
成
長
と
い
う
意
味
で
の
バ
ラ
ソ
ス
成
長
は
理
論
的
に
は
分
析
ト
ウ
ー
ル
と
し
て
の
意
味
し
か

も
た
な
い
。
か
く
て
コ
ソ
ラ
ツ
ド
は
「
イ
ソ
フ
レ
的
と
い
う
意
味
で
独
糊
さ
れ
た
成
長
と
、
非
イ
ソ
フ
レ
的
と
い
う
意
味
で
く
均
衡



的
な
Ｖ
成
長
と
の
対
立
が
核
心
と
な
る
成
長
政
策
の
諸
問
題
に
対
し
て
は
、
基
準
似
、
す
な
わ
ち
自
由
な
貯
蓄
と
計
画
投
資
の
単
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
（
１
０
）

る
一
致
し
か
要
求
せ
ず
、
投
資
と
所
得
の
等
成
長
率
を
要
求
し
な
い
基
準
が
提
起
さ
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
だ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
ま
ず
問
題
は
、
ハ
ロ
ッ
ド
・
ド
ー
マ
ー
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
所
得
も
、
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
投
資
も
消
費
も
等
率
で
は

成
長
し
え
な
い
と
い
う
コ
ソ
ラ
ッ
ド
の
論
拠
の
当
非
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
ま
ず
跡
鄭
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
ゆ
式
か
ら
そ
れ
が
ｓ
万
の
率
で
増
加
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
次
に
消
費
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、

そ
の
増
加
率
は
↑
ｏ
式
か
ら

　
　
　
　
　
　
寸
↑
、
ト
一
、
、
二
一
午
、
ト
十
、
但
、
十
、
一

で
あ
る
が
、
早
Ｒ
ｌ
ｌ
Ｈ
及
び
５
１
ｌ
Ｏ
ｏ
＋
、
。
は
与
え
ら
れ
た
初
期
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
い
て
↑
り
式
が
（
閉
伺
式
も
勿
論
）
み
ち

び
か
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
当
然
保
持
さ
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て

　
　
　
　
　
　
鼻
－
呉
１
１
己
。
十
き
「
き
「
呉
１
Ｉ
Ｏ
「
Ｒ
■
…
ｏ

な
る
こ
と
は
当
然
な
筈
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

　
　
　
　
　
　
Ｐ
ｌ
Ｐ
１
－
　
り

　
　
　
　
　
　
　
○
工
　
ｌ
ｂ

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
　
」
、
　
　
」
ト
　
　
」
〇
一

　
最
後
に
所
得
に
っ
い
て
も
そ
の
成
長
率
が
、
万
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
証
明
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
１
Ｉ
Ｈ
ｌ
Ｉ
Ｏ
で

　
　
＼
　
ミ
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
Ｈ
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
。

あ
り
、
ミ
ー
り
で
あ
一
て
、
コ
ン
ラ
ツ
ド
の
い
う
よ
う
な
吋
く
ミ
ー
、
が
成
立
す
る
寡
た
い
な
ぜ
奮
彼
の
い
う
と
お

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
（
三
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
四
〇
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
．
　
Ｒ

り
に
な
る
た
め
に
は
、
初
期
条
件
が
否
定
　
　
そ
れ
も
ー
Ｖ
ｉ
と
い
う
盗
意
的
な
形
で
　
　
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
り

　
）

　
二
　
し
か
し
い
ま
仮
り
に
、
コ
ソ
ラ
ッ
ド
に
従
い
バ
ラ
ン
ス
成
長
の
基
準
○
ｏ
は
不
適
当
だ
と
し
よ
う
。
そ
れ
で
は
基
準
吻
に
合
す

　
（

る
経
済
成
長
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
二
つ
の
部
門
の
資
本
係
数
氏
＆
が
相
異
な
り
、
且
Ｐ
Ｖ
｝
だ
と
仮
定
す
る
。
い
ま
○
Ｏ
式
の
９
を
、
ｓ
と
ぴ
を
重
み
に
と
っ

た
＆
＆
の
加
重
平
均
だ
と
す
れ
ぼ
、
○
ｏ
式
は

　
　
　
　
　
　
Ｈ
１
ｌ
ｂ
－
」
＼
十
ｂ
｝
」
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
ｏ
）

と
書
き
か
え
ら
れ
、
前
記
吻
乃
至
伺
ま
で
は
こ
の
場
合
に
も
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ

　
　
　
　
　
　
」
０
１
－
－
」
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
墨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ト

　
　
　
　
　
　
ご
１
Ｉ
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

を
倒
に
代
入
す
れ
ぼ
、
均
衡
投
資
配
分
率

　
　
　
　
　
　
、
１
－
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
一
十
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
Ｇ
◎
式
は
、
均
衡
投
資
配
分
率
を
氏
で
定
義
し
た
側
式
を
、
氏
＆
を
用
い
て
定
義
し
直

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
特
に
ア
ス
テ
リ
ッ
ク
を
付
し
て
区
別
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

　
さ
て
コ
ソ
ラ
ッ
ド
は
ｑ
◎
式
を
用
い
て
バ
ラ
ソ
ス
成
長
と
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
の
比
較
を
し
て
み
せ
る
。
そ
の
考
え
方
は
こ
う
で
あ

る
。
　
　
い
ま
二
国
Ａ
，
Ｂ
が
あ
っ
て
平
均
投
資
率
ー
ア
は
相
等
し
い
。
と
こ
ろ
が
Ａ
で
は
そ
れ
は
限
界
投
資
率
に
ひ
と
し
い
が

一
↑
臥
丁
一
、
・
で
は
小
さ
い
テ
“
丁
一
。
一
ま
－
注
・
の
方
が
大
き
い
。
か
よ
う
な
事
態
が
両
国
の
成
長
率
に
ど
ん

な
開
差
を
も
た
ら
す
か
。
そ
れ
を
ｑ
◎
式
で
説
明
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
¢
◎
式
は

　
　
　
　
　
　
　
半
ｌ
　
　
Ｈ
　
ｌ
　
亀
－
　
１
畠
－

　
　
　
　
　
　
ご
１
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
５
，

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
釜
　
吻
｝
十
亀
・
　
ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
－

と
変
彫
で
き
る
か
ら
、
こ
の
式
に
よ
っ
て
説
明
す
れ
ぼ
、
ｓ
の
ヨ
リ
大
き
い
Ｂ
の
方
が
９
も
ヨ
リ
大
き
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
９
と
成

長
率
と
の
間
に
は

　
　
　
　
　
　
」
、
　
　
」
、
　
　
－
　
　
ト
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
ｕ
　
　
　
　
　
　
×
ｌ
Ｈ
－
１
×
！
－

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
Ｈ
　
　
，
　
ｂ
　
、

な
る
関
係
が
あ
る
か
２
県
一
－
大
き
い
・
国
の
方
が
成
長
率
は
一
－
低
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
っ
ま
り
バ
ラ
ソ
ス
成
長
一
外

↓
の
・
の
方
が
、
ア
ン
バ
ラ
ソ
ス
成
長
テ
÷
・
よ
り
も
成
長
率
が
高
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
右
の
推
論
の
過
程
に
は
問
題
が
あ
る
。

　
第
一
は
岬
式
を
用
い
て
Ａ
Ｂ
両
国
の
成
長
率
の
比
較
が
可
能
な
た
め
に
は
、
両
国
に
お
い
て
．
ハ
＆
が
等
し
い
こ
と
が
仮
疋
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
投
資
の
成
長
率
〃
７
が
相
等
し
い
と
い
う
仮
定
で
あ
る
。
も
し
も
平
均
投
資
率
ー
ア
が
ひ
と
し
く
、
〃
ア
が

相
等
し
い
と
す
れ
ぼ
、
ど
う
し
て
〃
ア
が
等
し
く
な
い
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
か
。

　
第
二
は
コ
ソ
ラ
ッ
ド
自
身
気
が
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
弁
解
し
て
い
る
問
題
点
で
あ
る
。
彼
は
さ
き
に
等
率
成
長
基
準
を
、

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
四
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
（
四
〇
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
亀

理
論
的
に
も
経
験
的
に
も
支
持
で
き
な
い
基
準
と
し
て
し
り
ぞ
げ
た
。
そ
の
論
拠
に
援
用
さ
れ
た
の
が
吋
く
、
Ｎ
Ｈ
吻
と
い
う
命

題
で
あ
一
た
・
と
こ
ろ
が
い
ま
成
秦
の
国
際
比
較
に
さ
い
し
・
で
↑
二
と
い
う
の
で
は
、
矛
盾
す
る
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
一
ソ
ラ
一
ド
は
成
長
率
の
国
際
的
開
差
の
原
寒
小
・
二
程
度
に
帰
す
る
。
す
な
わ
ち
投
資
財
部
門
の
優
先
的
震
の
程
度

が
過
ぎ
る
と
、
経
済
成
長
促
進
の
意
図
に
反
し
成
長
鈍
化
を
き
た
す
の
で
あ
っ
て
、
彼
に
よ
れ
ぼ
そ
の
根
拠
は
二
つ
あ
る
。

　
○
り
　
ｓ
を
高
め
れ
ぼ
投
資
の
成
長
率
は
高
ま
る
が
、
所
得
の
成
長
率
は
そ
れ
よ
り
低
い
。
両
者
が
均
衡
す
る
の
は
遠
い
さ
き
の
こ

と
で
あ
る
。

　
似
　
投
資
財
部
門
の
優
先
的
建
設
は
、
生
産
要
素
の
ヨ
リ
多
く
の
部
分
を
、
資
本
係
数
が
ヨ
リ
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
資
本
生
産

力
の
ヨ
リ
低
い
分
野
に
導
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
成
長
が
鈍
化
す
る
。

　
右
の
よ
う
な
エ
ソ
ラ
ツ
ド
の
説
明
は
、
彼
自
ら
提
起
し
た
第
二
の
問
題
点
に
対
す
る
解
答
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は

工
ｙ
と
ｓ
と
の
不
一
致
と
一
致
が
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
筈
で
あ
る
。
い
ま
Ａ
Ｂ
両
国
が
ー
ア
の
み
で
な
く
９
も

等
し
く
し
て
い
る
と
考
え
よ
う
・
成
長
率
は
を
ろ
ん
相
等
し
い
。
そ
の
場
合
・
に
お
い
二
・
恥
↓
と
な
る
な
ら
は
ど
う

な
る
か
・
ー
ア
は
増
大
し
た
Ｓ
に
一
致
す
る
よ
う
高
ま
る
。
或
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
成
長
率
は
増
大
し
た
〃
了
に
向
っ
て

高
ま
る
。
そ
れ
は
コ
ソ
ラ
ソ
ド
自
身
も
認
め
て
い
る
過
程
で
あ
る
。
Ｂ
の
成
長
は
Ａ
を
追
い
抜
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
が
ー
ア

よ
り
大
き
い
か
等
し
い
か
は
、
同
一
の
因
の
成
長
率
が
上
昇
す
る
か
停
滞
す
る
か
の
問
題
で
あ
っ
て
、
相
異
る
国
々
の
問
の
成
長
率

格
差
の
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
後
の
場
合
に
は
、
構
造
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
＆
＆
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
９
が
、
国
々
に
よ

っ
て
ど
ん
な
に
開
い
て
い
る
か
が
当
然
問
題
に
な
る
。
９
の
ヨ
リ
大
き
い
国
の
成
長
率
は
ヨ
リ
小
さ
い
国
に
く
ら
べ
、
構
造
的
に
ヨ

リ
低
い
水
準
を
示
す
。
し
か
し
そ
れ
は
工
ｒ
と
ｓ
の
乖
離
の
問
題
で
は
な
い
。



　
ヨ
　
コ
ソ
ラ
ッ
ド
の
い
う
均
衡
成
長
と
は
、
要
す
る
に
投
資
が
畠
二
急
心
（
但
吻
十
ｓ
１
Ｉ
Ｈ
）
の
比
に
、
も
し
も
や
１
－
｝
１
Ｉ
ｂ
な

　
（

ら
ぱ
り
一
ミ
の
比
に
、
分
た
れ
る
よ
う
な
成
長
で
あ
る
。

　
も
し
も
投
資
の
計
画
的
配
分
が
こ
の
比
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
な
い
な
ら
ぼ
ど
う
な
る
か
。
た
と
え
ぼ
投
資
財
部
門
へ
の
計
画
配
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

ｈ
が
、
均
衡
配
分
率
ｈ
を
ｅ
パ
ー
セ
ソ
ト
だ
げ
超
え
た
と
し
よ
う
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
十
７
り
｝
十
一
　
　
　
　
　
一
妻
一

　
　
　
　
　
　
ぺ
、
１
１
吻
ｂ
一
十
Ｒ
も
心
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
Ｈ
　
　
、

　
こ
こ
で
コ
ソ
ラ
ッ
ド
は
ゆ
式
の
定
義
ご
Ｈ
｝
　
　
を
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
き
↓
一
孔
ギ
吉
一
工
畠
一
～
釜
・
む
、
　
　
一
、
一

を
も
っ
て
資
本
財
部
門
の
資
本
設
備
の
増
加
で
あ
る
と
す
る
。
消
費
財
部
門
の
資
本
設
備
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
亀
心
　
　
　
亀
心

　
　
　
　
　
　
〒
丁
ご
　
：
〒
島
■
島
－
。
－
ｂ
ｌ
・
。
　
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ｏ
　
、
　
　
、

　
そ
し
て
定
義
に
よ
り
ゴ
ー
１
亭
　
　
　
で
あ
る
カ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
き
－
一
乳
釜
－
沖
一
、
　
　
　
　
　
一
、
帖

だ
げ
増
加
す
る
と
い
う
。

　
さ
て
総
投
資
の
増
加
分
ミ
ｓ
は
投
資
財
部
門
の
設
備
拡
張
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
部
門
の
新
規
雇
用
労
働
者
に
対
し
消
費
財
を
供
給

す
る
た
め
、
そ
れ
だ
げ
余
分
な
消
費
財
部
門
投
資
を
ヵ
バ
ー
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
公
式
吻
に
よ
れ
ぼ
、
投
資
増
加
の
王
ｓ
倍
だ
げ
消

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
四
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
（
四
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

費
財
需
要
の
追
加
が
ふ
え
る
。
と
こ
ろ
が
消
費
財
生
産
能
力
は
岬
式
に
示
し
た
範
囲
で
し
か
拡
大
さ
れ
な
い
か
ら
、
限
界
消
費
性
向

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
圧
縮
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
総
投
資
は

　
　
　
　
　
　
、
、
、
一
、
釜
－
帥
一
、
　
　
　
　
　
　
一
、
占

だ
げ
Ｌ
か
増
加
し
な
い
。
こ
の
大
い
さ
は
何
よ
り
小
さ
い
。
投
資
財
部
門
の
成
長
率
は
、
も
し
も
行
き
す
ぎ
が
な
か
っ
た
場
合
よ
り

も
低
下
す
る
。
こ
れ
が
コ
ソ
ラ
ッ
ド
の
説
明
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
提
起
し
て
い
る
問
題
が
投
資
と
貯
蓄
の
総
枠
の
不
一
致
の
問
題
で
は
な
く
、
単
な
る
配
分
の
問

題
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
（
Ｈ
３
）
及
び
四
は
（
ご
ー
ご
共
）
１
－
１
（
さ
１
ざ
、
）
す
な
わ
ち
一
方
の
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
が
逆
の
ア

ソ
バ
ラ
ソ
ス
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
投
資
財
部
門
の
投
資
増
加
は
、
消
費
財
部
門
の
消
費
減
少
、
し
た
が
っ

て
投
資
減
少
に
よ
っ
て
恰
か
も
ヵ
バ
ー
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
（
Ｈ
Ｏ
ｐ
）
及
び
吻
の
意
味
す
る
の
は
均
衡
値
か
ら
の
乖
離
で
は
な
く
、
新

た
な
均
衡
配
分
率
へ
の
推
移
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
限
界
消
費
性
向
が
低
下
し
、
限
界
貯
蓄
性
向
が
上
昇
す
る
相
反
運
動
が
新
た

な
均
衡
配
分
率
を
決
め
る
。

　
も
し
も
コ
ソ
ラ
ッ
ド
が
い
う
よ
う
に
、
投
資
財
部
門
の
投
資
坤
加
が
消
孜
財
部
門
の
需
要
を
増
加
さ
せ
る
面
を
考
慮
す
べ
き
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

す
れ
ぼ
、
逆
に
消
費
財
部
門
の
投
資
減
少
が
消
費
需
要
を
減
少
さ
せ
る
反
面
を
も
考
慮
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
貯
蓄
、
投
資
の
総
枠
で

の
均
等
が
仮
定
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
コ
ソ
ラ
ソ
ド
の
い
う
投
筑
配
分
の
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
は
、
い
は
ぼ
「
コ
ッ
プ
の
中
の
嵐
」
に
す
ぎ
な

い
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
）

　
四
　
以
上
コ
ソ
ラ
ッ
ド
の
バ
ラ
ン
ス
成
長
論
の
大
要
を
、
二
、
三
の
批
判
を
加
え
な
が
ら
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
は
次
の
三
点
に
集

　
（



約
で
き
よ
う
。

　
い
　
コ
ソ
ラ
ッ
ド
は
バ
ラ
ソ
ス
成
長
の
等
率
成
長
基
準
は
妥
当
し
な
い
と
い
う
が
、
こ
れ
は
彼
の
誤
解
で
あ
っ
て
、
こ
の
基
準
は

彼
白
身
の
８
を
夙
と
島
に
区
分
す
る
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。

　
似
　
彼
は
一
方
で
は
平
均
投
資
率
が
コ
ソ
ス
タ
ソ
ト
な
場
合
を
バ
ラ
ソ
ス
成
長
、
そ
れ
が
し
だ
い
に
上
昇
す
る
場
合
を
ア
ソ
バ
ラ

ソ
ス
成
長
と
し
て
区
別
し
、
前
者
の
方
が
成
長
率
が
大
き
い
と
い
う
が
、
こ
の
理
解
の
仕
方
は
誤
っ
て
い
る
。
限
界
投
資
率
が
平
均

投
資
率
よ
り
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
後
者
が
上
昇
す
る
過
程
は
成
長
率
上
昇
の
過
程
で
あ
る
。

　
閉
　
彼
は
畠
二
畠
。
の
比
に
合
し
な
い
投
資
配
分
を
も
っ
て
ア
ン
バ
ラ
ソ
ス
成
長
と
し
、
特
に
投
資
財
部
門
の
投
資
の
行
き
す

ぎ
が
反
っ
て
投
資
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
。
こ
の
命
題
の
証
明
は
失
敗
し
て
い
る
。
部
門
問
の
投
資
配
分
の
変
化
が
、
投
資
と
貯
蓄

の
総
枠
の
不
一
致
を
も
た
ら
す
こ
と
が
論
証
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
単
に
一
の
均
衡
配
分
か
ら
他
の
均
衡
配
分
へ
の
推
移
が
説
明
さ
れ

る
に
す
ぎ
な
い
。

　
要
す
る
に
彼
の
議
論
は
不
均
衡
発
展
を
欠
い
た
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
（
１
）
ト
巨
９
穴
◎
冒
鼻
．
、
９
〇
一
〇
昇
署
事
冴
窒
ｏ
茅
叶
目
昌
Ｐ
望
芽
薫
一
…
。
・
己
。
亘
岸
一
ぎ
、
オ
ｏ
岸
乏
ま
ｏ
罫
葦
ｏ
訂
の
ト
昌
プ
ぎ
墨
二
軍

　
　
Ｈ
塞
９
曽
ｏ
津
－
ｃ
つ
○
つ
．
ｏ
。
仁
１
違

　
　
（
２
）
｝
．
與
．
９
０
つ
．
・
。
｛

　
　
（
３
）
Ｐ
四
．
○
二
ｃ
つ
．
ｏ
。
岬

　
　
　
　
　
　
）

　
　
（
４
）
　
い
ま
％
を
Ｏ
Ｏ
式
に
代
入
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
〒
貢
・
辛
青
ふ
・
干
童
一
、
バ
ミ
エ
と

不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）

三
　
（
四
〇
五
）



（
５
）

立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）

　
．
　
」
“
　
句
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
．
．
　
“
　
　
６

　
　
す
な
わ
ち
投
資
は
毎
期
９
丁
パ
ー
セ
ソ
ト
の
成
長
率
で
増
加
す
る
か
ら

ヤ
言
↓
一
、

　
前
注
か
ら

午
ヤ
ヤ
エ
一
よ
一
、
－
千
吐
で
、
－
壬
ふ
一
、
、

　
　
　
　
　
　
）

　
こ
の
式
を
本
文
肋
に
代
入
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
（

午
小
や
ぎ
ふ
一
、
、

　
し
か
る
に

　
　
」
Ｐ
ｌ
Ｉ
Ｐ
ｌ
Ｐ
ｌ
Ｈ

　
で
あ
る
か
ら

・
、
・
工
・
サ
一
一
↓
一
、
、

　
そ
し
て
こ
の
式
は
≠
の
任
意
の
仙
に
た
い
し
て
成
立
す
る
筈
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
“
１
－
Ｈ
　
　
Ｐ
１
１
０
ｏ
＋
１
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句

　
　
－
、
　
平
。
・
・
サ
一
、
・
巾
一

　
　
ム
エ
・
ぎ
ふ
一
、

一
閉
一

一
四
（
四
〇
六
）



（
６
）

↓
　
…
工
壬
・
一
一
ふ
一
、
、

逐
次
代
入
法
に
よ
っ
て

・
１
・
ふ
…
・
一
・
・
宇
一
一
↓
一
閑
・
－
－
・
一
一
↓
一
干
、

　
　
ム
・
サ
一
一
↓
一
ゴ

前
注
ゆ
及
び
↑
り
を
合
計
す
れ
ば

　
さ
１
１
“
十
Ｐ

ム
一
一
↓
一
、
・
睾
サ

一
一
↓
一
、
－
一

ｓ

　
　
　
こ
の
方
程
式
は
前
と
同
様
に
≠
の
任
意
に
対
し
成
立
す
る
か
ら
、
逐
次
代
入
法
に
よ
っ
て

　
　
　
　
“
１
１
◎
　
　
　
■
１
１
“
十
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
１
ｌ
Ｈ
　
　
　
■
１
１
ぎ
十
１
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

　
　
　
　
』
　
干
羊
ｔ
一
一
↓
一
螂
－
一

　
　
　
　
↓
　
干
羊
ｔ
一
一
・
む
、
－
一
　
　
　
　
　
一
３

　
　
　
が
え
ら
れ
る
。

（
７
）
（
８
）
（
９
）
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ｏ
つ
．
・
。
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
１
０
一
葦
９
簑
べ
吻
・
青
長
ひ
干
ら
だ
カ
ら
司
－
甲
吻
睾
奏
；

　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
〔
□
（
建
林
）

－
１
１
や
」
、
十
｝
」
Ｏ

一
五
　
（
四
〇
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
（
四
〇
八
）

（
ｕ
）
　
ｐ
ｐ
○
．
一
ｃ
ｏ
．
ｏ
◎
ｏ
◎

（
１
２
）
　
～
．
甲
○
二
〇
〇
〇
〇
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
｛
．
一
Ｕ
ｏ
ｏ
ｏ
．
ト
昌
Ｂ
．
．
ボ
ｃ
つ
・
ｏ
◎
ｏ

（
Ｈ
）
　
Ｐ
申
○
．
－
Ｃ
○
０
０
．
Ｏ
Ｏ
Ｏ
－

（
１
４
）
　
い
ま
前
期
の
均
衡
投
資
配
分
率
が
今
期
に
崩
れ
、
コ
ン
ラ
ツ
ド
の
い
う
よ
う
な
「
行
き
す
ぎ
」
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
す
た
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
平
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
言
一

　
　
　
　
、
、
・
、
Ｈ
、
、
・
、
、
、
十
。
１
１
．
サ

　
　
　
　
～
１
１
～
■
「
。
－
｛
句
、
１
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

一
一
式
は
ま
さ
に
一
一
ラ
ッ
ド
が
一
－
一
と
同
じ
も
一
で
あ
る
。
投
資
財
部
門
一
一
警
二
工
べ
、
叩
壬
工
か
二
工
し
一
、
－

・
÷
一
、
す
箕
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
一

　
　
　
　
」
－
、
１
１
－
＼
１
、
く
－
－
１
１
、
、
　
（
“
１
“
１
－
）
十
〇
〇
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
だ
け
ふ
え
る
。
但
４
〃
等
は
総
投
汽
及
び
そ
の
増
分
を
示
す
。

　
　
同
様
に
消
費
肘
部
門
へ
の
投
資
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
Ｍ

　
　
　
　
」
い
、
１
－
“
、
ー
い
、
－
Ｈ
　
　
（
“
１
“
－
－
）
１
。
リ
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句

　
だ
け
蛸
加
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
二
郁
門
合
計
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
き
と
ぐ
・
き
１
（
“
、
－
・
べ
心
）
一
ヤ
ゴ
一
↓
－
、
二

　
だ
け
ふ
え
た
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
コ
ソ
ラ
ッ
ド
の
仮
定
（
Ｈ
ｓ
）
（
竃
）
を
承
認
す
る
か
ぎ
り
、
投
資
の
絶
対
的
減
少
な
ど
あ
り
え
よ
う
が
な

　
い
。

　
　
消
孜
と
投
資
と
の
間
に
は

　
　
　
　
」
０
１
１
｛
ミ
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

　
　
　
　
　
　
　
吻



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
た
る
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
〃
及
び
〃
だ
け
の
投
資
増
加
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
ミ
　
島
－

　
　
　
　
　
」
Ｏ
く
Ｈ
Ｉ
」
■
“
１
１
１
　
　
－
（
“
１
“
１
－
）
十
。
・
“

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
り
　
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
ミ
ミ
｝

　
　
　
　
　
き
迂
１
１
１
長
、
１
－
１
　
－
（
“
１
や
一
）
よ
、
“

　
　
　
　
　
　
　
　
吻
　
　
　
り
　
句

　
　
　
の
増
減
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
杜
会
全
体
の
消
費
の
増
加
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
」
Ｐ
ｌ
Ｉ
さ
く
十
さ
く
１
Ｉ
ｌ
（
“
ｌ
ｂ
１
－
）
１
ｌ
ｌ
」
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
　
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
消
費
総
額
の
増
加
が
特
に
大
き
く
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
本
文
呵
－
ｑ
４
式
は
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
混
乱
を
示
す
式
と
思

　
　
　
わ
れ
る
が
、
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
掲
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
Ｍ
・
フ
ラ
ソ
ケ
ル
の
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論
　
　
批
判
的
コ
メ
ソ
ト

　
）

　
一
　
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論
の
特
徴
は
、
数
多
く
の
産
業
の
な
か
の
一
っ
、
ま
た
は
少
数
の
産
業
の
優
先
的
発
展
が
、
そ
の
波
及

　
（

効
果
を
通
じ
て
全
産
業
の
成
長
率
を
高
め
る
作
用
機
構
を
承
認
し
、
か
よ
う
な
優
先
的
発
展
を
政
策
手
段
と
し
て
主
張
す
る
点
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

る
。
こ
こ
に
紹
介
批
判
し
よ
う
と
す
る
マ
ー
ヴ
ィ
ソ
・
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
の
所
論
は
、
す
で
に
数
年
前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

た
だ
ち
に
わ
れ
わ
れ
に
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
で
い
う
不
均
等
発
展
を
想
起
さ
せ
る
論
点
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
で
検
討
に
価
す

る
も
の
と
考
え
て
え
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ソ
ケ
ル
も
ま
た
コ
ソ
ラ
ッ
ド
と
同
様
に
、
一
国
全
産
業
の
二
部
門
分
割
　
　
投
資
財
産
業
と
消
費
財
産
業
の
区
分
を
採
用
し
、

前
者
の
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
が
全
経
済
の
高
度
成
長
を
導
き
、
そ
れ
を
維
持
す
る
作
用
を
も
っ
世
界
的
事
実
を
承
認
す
る
。
た
と
え

ぼ
ソ
ビ
ェ
ト
．
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
投
資
財
産
業
に
は
優
先
的
に
資
源
割
当
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
他
の
産
業
よ
り
ヨ
リ
急
速

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
碓
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
四
〇
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
四
一
〇
）

に
成
長
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
後
進
諸
国
で
も
同
様
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
投
資
財
産
業
の
優
遇
は
、
成
長
率
と
の
関

係
に
お
い
て
、
投
資
率
を
ど
ん
な
大
い
さ
に
決
め
る
べ
き
か
、
ま
た
そ
の
配
分
を
如
何
に
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
投
資
財
産
業
が
成
長
に
如
何
に
影
響
す
る
か
、
ま
ず
そ
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
検
討
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
い
ま
二
部
門
問
に
資
本
移
動
は
行
な
わ
れ
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
投
資
財
都
門
の
産
出
量
を
消
費
財
部
門
と
投
資
財
部
門
と
に
ど

う
配
分
す
る
か
が
両
都
門
の
成
更
を
決
定
す
る
わ
げ
で
あ
る
。
ま
た
事
前
的
な
貯
蓄
投
資
の
均
等
の
も
と
で
、
経
済
は
完
全
能
力
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

長
経
路
（
～
甲
８
Ｂ
Ｏ
－
ｑ
唄
◎
事
亭
り
｝
亭
）
に
沿
う
て
進
む
も
の
と
仮
定
す
る
。

　
以
下
記
号
を
左
の
と
お
り
約
束
す
る
。

　
変
数

ＣＲｙ
〃

ｓｒ
・
ｚ

消
費
財
産
出
量
（
不
変
価
格
表
示
）

置
換
投
資
必
要
額
（
右
同
）

期
末
投
資
財
部
門
資
本
ス
ト
ッ
ク

期
末
消
費
財
都
門
　
　
〃

国
民
総
生
産
、
或
は
粗
所
得

年
成
長
率

パ
ラ
メ
ー
タ
ー

　
ぴ
　
平
均
消
費
性
向



　
　
＆
　
投
資
財
部
門
資
本
係
数

　
　
＆
　
消
費
財
部
門
資
本
係
数

　
　
宇
　
限
界
消
費
性
向

　
　
〃
　
資
本
財
耐
用
年
数

　
　
〃
　
投
資
財
部
門
へ
の
新
投
資
割
合

　
さ
て
今
期
の
消
費
は
今
期
の
因
民
総
生
産
、
或
は
い
わ
ゆ
る
所
得
に
比
例
す
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
０
１
Ｉ
Ｒ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一

　
今
期
の
投
資
財
部
門
の
所
得
は
今
期
の
貯
蓄
に
等
し
く
、
そ
し
て
こ
の
所
得
と
前
期
末
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
の
問
に
は
、
資
本
係
数

氏
で
規
定
さ
れ
る
技
術
的
関
係
が
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
吻
、
■
一
１
－
や
貝
Ｈ
ｌ
Ｒ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
同
様
に
今
期
の
消
費
財
部
門
の
所
得
は
今
期
の
消
費
に
等
し
い
か
ら
、
前
期
末
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
の
問
に

　
　
　
　
　
　
吻
、
、
１
－
１
Ｉ
ｂ
為
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
墨
）

な
る
関
係
が
あ
る
。

　
ま
た
今
期
に
置
換
さ
れ
る
賓
本
ス
ト
ッ
ク
Ｒ
は
、
れ
年
前
に
置
換
さ
れ
た
資
本
設
備
及
び
そ
の
と
き
に
新
に
附
加
さ
れ
た
資
本
設

備
の
合
計
額
、
す
た
わ
ち
粗
投
資
の
大
い
さ
に
等
し
い
筈
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
完
１
－
、
ｌ
ｓ
（
Ｈ
Ｉ
Ｒ
占
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
そ
し
て
国
民
総
生
産
は
消
費
、
新
投
資
、
置
換
投
資
の
合
計
額
に
等
し
い
か
ら

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
四
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
四
一
二
）

　
　
　
　
　
、
１
－
Ｏ
＋
」
吻
、
十
」
吻
、
、
十
完
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｛
）

　
以
上
が
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
の
モ
デ
ル
の
基
本
関
係
で
あ
る
。

　
）

　
二
　
さ
て
こ
れ
ら
の
関
廉
か
ら
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
は
何
を
ひ
き
出
そ
う
と
す
る
か
。

　
（

　
　
　
　
）

　
ま
ず
、
似
２
ａ
の
両
式
か
ら

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
吻
、
１
－
　
｝
（
Ｈ
ｌ
Ｒ
）

　
　
　
　
　
　
　
１
１
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
３

　
　
　
　
　
吻
、
、
１
－
　
　
ｂ
為

　
　
　
　
　
　
）

　
ま
た
同
じ
く
似
２
ａ
か
ら

　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
」
吻
、
■
－
１
１
｝
□
、
（
Ｈ
ｌ
Ｒ
）
１
、
上
（
Ｈ
Ｉ
Ｒ
ｌ
－
）
］

　
　
　
　
　
」
吻
、
、
１
－
Ｈ
事
□
Ｒ
＼
１
宍
１
－
、
１
－
］

を
得
べ
く
、
各
式
の
両
辺
を
、
ー
ド
一
１
１
」
、
で
除
し
て

　
　
　
　
　
　
ち
、
－
・
一
１
－
｝
■
■
丁
ミ
）
－
ト
ら
－
ミ
し
■

　
　
　
　
　
　
」
、
　
　
　
　
　
　
」
ド
一

　
　
　
　
　
」
吻
、
、
１
－
　
　
　
ミ
、
ー
ミ
ー
－
、
１
－

　
　
　
　
　
－
－
－
－
　
１
－
事
　
　
　
　
．
－
，
、
、

　
　
　
　
　
　
」
、
　
　
　
　
」
ド
一

を
得
る
が
、
右
の
嬉
一
式
□
　
］
の
な
か
は
、
今
期
に
お
け
る
貯
蓄
の
増
分
を
所
得
の
坤
分
で
除
し
た
も
の
、
す
な
わ
ぢ
眼
界
貯
蓄

性
向
（
Ｈ
ー
ぺ
）
で
あ
り
、
第
二
式
の
そ
れ
は
眼
界
消
破
性
向
　
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
式
の
辺
々
を
除
し
て
次
式
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
ら
、
↓
１
１
賢
Ｔ
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
一
９

　
　
　
　
　
」
吻
、
、
１
、
　
　
迅
辛



　
そ
し
て
フ
ラ
ソ
ケ
ル
は
「
方
程
式
伺
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
構
成
が
産
出
量
の
構
成
に
、
或
は
こ
の
場
合
同
じ
こ
と
だ
が
、
貯
蓄
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

消
費
の
比
率
に
一
義
的
に
関
係
づ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
事
実
上
述
べ
て
い
る
」
と
い
う
。
方
程
式
側
に
っ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
な
お
ゆ
式
を
書
き
か
え
れ
ば

ー
　
　
　
　
§
１
－
　
ら
、
－
・
　
１
１
■
ミ
Ｈ
一
）
■
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
」
吻
、
－
一
十
」
い
、
、
１
一
　
ｂ
－
（
Ｈ
１
ぺ
）
十
ｂ
、

と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
式
は
「
た
と
え
ぼ
計
画
当
局
に
よ
る
投
資
配
分
の
決
症
〔
す
な
わ
ち
〃
の
決
定
〕
が
ま
た
、
限
界
粗
貯
蓄
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
〔
Ｈ
Ｉ
、
の
〕
決
定
を
も
意
味
し
て
い
る
」
こ
と
を
示
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
は
、
完
全
能
力
虎
出
水
準
で
の
均
衡
が
、
完
全
履
用
貯
蓄
と
投
資
の
一
致
の
み
で
な
く
、
伺
及
び
ゆ
で
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

れ
る
よ
う
な
構
造
条
件
を
も
充
さ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
指
摘
す
る
。
た
と
え
ば
も
し
も
こ
の
条
件
が
充
さ
れ
な
け
れ
ぼ
、
生
産
能
力
の
過

不
足
が
生
じ
「
白
由
市
場
経
済
に
お
い
て
は
、
こ
の
構
追
的
不
均
衡
（
。
り
吋
弓
己
Ｓ
Ｈ
ぎ
訂
Ｈ
竃
８
）
は
、
一
部
門
に
た
い
す
る
刺
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

と
他
部
門
に
た
い
す
る
圧
迫
と
、
ど
ち
ら
の
力
が
強
い
か
に
よ
っ
て
上
方
ま
た
は
下
方
へ
の
累
積
的
運
動
を
ひ
き
お
こ
す
だ
ろ
う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

尤
も
「
こ
の
モ
デ
ル
の
循
環
の
姿
に
っ
い
て
は
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
刺
激
と
圧
迫
の
相
対
的
強
度
を
ど
う
し

て
確
か
め
る
の
か
、
遂
に
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
が
問
題
に
す
る
の
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
郁
門
閉
の
不
均
衡
の
存
し
な
い
完
全
能
力
成
長
の
経
路
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
）

　
い
ま
Ｏ
Ｏ
吻
２
ａ
及
び
閉
を
↑
Ｏ
に
代
入
す
れ
ぼ

　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
、
１
Ｉ
Ｏ
＋
」
い
、
十
」
吻
、
、
十
完

　
　
　
　
　
　
　
１
Ｉ
Ｒ
、
十
｝
（
Ｈ
１
Ｒ
）
（
戸
Ｈ
－
＼
）
十
Ｐ
Ｒ
（
｝
ゴ
ー
、
）
十
（
Ｈ
１
Ｒ
）
、
よ

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
四
二
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
四
一
四
）

　
両
辺
を
ｙ
で
除
し
て
移
項
整
理
す
れ
ぼ
．

　
　
　
　
　
　
一
巾
、
－
一
一
書
－
・
一
圭
〒
一
；
一
一
丁
寸
一

　
但
平
均
消
費
性
向
は
不
変

　
　
　
　
　
　
Ｒ
＋
－
Ｈ
Ｒ
Ｈ
，
１
ｌ
Ｒ
ー
ミ

と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
’
１
Ｈ
↓
斤
戸
（
Ｈ
士
×

　
　
　
　
　
　
　
、

な
る
こ
と
に
注
意
す
れ
ぼ
、
さ
き
の
式
は
次
の
よ
う
に
書
き
改
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
Ｒ
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
“
１
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
一
〇
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
（
－
ｌ
Ｒ
）
十
ｂ
為
　
　
　
　
（
Ｈ
＋
“
）
ミ

　
フ
ラ
ソ
ケ
ル
は
○
つ
及
び
倒
の
二
つ
の
式
か
ら
、
＆
＆
を
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
た
ぼ
あ
い
、
眼
界
貯
蓄
性
向
と
投
資
財
部
門
へ
の

投
資
シ
ェ
ァ
と
の
関
係
は
ど
う
か
、
資
本
財
耐
用
年
数
を
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
た
場
合
の
平
均
貯
蓄
性
向
と
成
長
率
と
の
関
係
如
何
、

資
本
係
数
と
耐
用
年
数
を
一
定
と
し
た
場
合
に
貯
蓄
性
向
が
変
化
す
れ
ぼ
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
成
長
経
路
が
ど
ん
た
形
に
た
る
か
等

々
を
計
算
し
て
み
せ
る
。
そ
の
主
な
結
論
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
一
、
○
つ
式
を
変
移
す
れ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
§
”

　
　
　
　
　
　
　
　
一
十
１
」
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
ー
ぺ
）
ｐ



を
得
る
が
、
こ
の
式
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
も
し
も
＆
見
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ぼ
限
界
消
費
性
向
宇
が
小
さ
い
ほ
ど
（
限

界
貯
蓄
性
向
Ｈ
１
ぺ
が
大
き
い
ほ
ど
）
〃
は
１
に
近
づ
き
投
資
財
部
門
の
投
資
比
重
が
高
ま
る
。
そ
の
傾
向
は
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
＆
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
す
な
わ
ち
消
費
財
部
門
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
が
小
さ
い
ほ
ど
強
ま
る
。

　
第
二
、
も
し
も
限
界
消
費
性
向
宇
が
非
常
に
小
さ
い
と
き
に
は
平
均
消
費
性
向
ぴ
を
下
廻
り
、
ぴ
は
低
下
す
る
。
そ
れ
は
働
式
の

右
辺
最
初
の
括
弧
の
中
の
価
を
大
き
く
し
、
成
長
率
ｚ
を
高
め
る
。
す
な
わ
ち
限
界
貯
蓄
性
向
の
上
昇
は
〃
を
１
に
近
づ
げ
．
ｚ
を
上

昇
さ
せ
る
。

　
第
三
、
も
し
も
れ
が
小
さ
く
な
り
、
耐
用
期
間
が
短
縮
す
れ
ぼ
、
倒
式
の
右
辺
第
二
の
括
弧
の
中
の
価
は
小
さ
く
な
り
成
長
率
．
ｚ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

は
低
下
す
る
。
す
な
わ
ち
「
ヨ
リ
短
か
い
寿
命
は
、
与
え
ら
れ
た
成
長
率
を
達
成
す
る
の
に
ヨ
リ
高
い
粗
貯
蓄
率
を
必
要
と
す
る
。
」

た
と
え
ぼ
陳
腐
化
に
備
え
る
た
め
の
加
速
度
償
却
は
か
よ
う
な
要
因
と
な
る
。
こ
れ
に
反
し
れ
が
大
き
く
な
り
耐
用
期
問
が
延
長
す

れ
ば
成
長
率
は
高
ま
る
。

　
投
資
財
部
門
の
優
先
的
発
展
が
経
済
全
体
の
成
長
率
を
高
め
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
は
、
お
よ
そ
右
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た

成
長
政
策
が
如
何
に
あ
る
べ
き
か
を
示
す
も
の
と
云
え
よ
う
。

　
　
（
１
）
峯
毫
ぎ
句
§
更
。
、
？
書
§
○
・
婁
、
ｏ
婁
§
胃
０
８
茅
邑
ま
８
邑
き
二
｛
９
暑
旨
、
、
巨
掌
二
§
§
二
昌
旨
巴
・

　
　
峯
～
Ｒ
｝
冨
胃
．
り
り
．
Ｈ
１
宕
．

　
　
（
２
）
３
ら
．
ド

　
　
（
３
）
（
４
）
（
５
）
ｑ
ｑ
．
ら
．
卜

　
　
（
６
）
（
７
）
琴
Ｐ
岬
．

　
　
（
８
）
　
ｏ
９
ら
・
９
〃
一
ダ
は
約
束
に
よ
り
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
っ
て
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
二
つ
の
変
数
宇
と
ｏ
と
の
関
係
で
あ
る
。
〃
一
夕

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
四
一
五
）

●



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
四
一
六
）

　
　
　
が
ど
ん
た
価
で
あ
ろ
う
と
宇
が
小
さ
く
な
れ
ぼ
ｏ
が
１
に
近
づ
く
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
〃
一
〆
が
小
さ
く
な
っ
て
も
の
は
１
に
近
づ
く
が
、
そ

　
　
　
れ
は
充
分
な
条
件
で
は
な
い
。

　
　
（
９
）
｛
９
ら
９

　
　
　
　
　
　
（
三
）
問
題
点

　
）

　
一
　
さ
て
投
資
財
部
門
．
の
優
先
的
発
展
が
高
度
成
長
を
も
た
ら
す
と
い
う
フ
ラ
ソ
ケ
ル
の
主
張
と
、
そ
う
で
は
な
く
消
費
財
部
門

　
（

の
発
展
に
見
合
う
と
き
に
の
み
成
長
率
が
高
ま
る
と
す
る
コ
ソ
ラ
ッ
ド
の
主
張
と
は
、
ア
ン
バ
ラ
■
ス
成
長
論
と
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論

の
際
立
っ
た
コ
ソ
ト
ラ
ス
ト
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
が
同
じ
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
投
資
財
部
門
へ
の
均
衡
配

分
率
は
、
既
述
の
と
お
り
コ
ソ
ラ
ッ
ド
で
は

　
　
　
　
　
　
　
＊
１
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忌
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
－

で
示
さ
れ
、
フ
ラ
ソ
ケ
ル
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
§
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忌
固

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
Ｉ
ぺ
）
や

で
示
さ
れ
た
。
こ
れ
が
全
く
同
じ
式
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
て
、
こ
の
式
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
新
投
資
が
資
本

係
数
を
も
っ
て
修
正
さ
れ
た
貯
蓄
と
消
費
の
性
向
に
比
例
し
て
（
畠
二
亀
Ｎ
）
投
資
財
部
門
と
消
費
財
部
門
へ
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
、

均
衡
的
成
長
の
条
件
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
二
部
門
へ
の
投
資
配
分
率
だ
げ
だ
か
ら
、



　
　
、

そ
の
量
に
お
け
る
均
衡
　
　
す
な
わ
ち
貯
蓄
と
投
資
の
総
枠
に
お
げ
る
均
等
も
ま
た
仮
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ヶ
ル
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

自
ら
の
モ
デ
ル
を
訂
Ｈ
彗
８
Ｐ
｛
昌
Ｓ
肩
Ｏ
岸
く
。
・
８
オ
芽
と
乎
ん
だ
理
由
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
の
モ
デ
ル
は
少
し
の
不

均
衡
も
存
し
な
い
不
均
等
発
展
で
あ
っ
た
。
同
様
な
こ
と
は
コ
ソ
ラ
ッ
ド
の
場
合
に
っ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

彼
が
投
資
財
部
門
へ
の
投
資
配
分
の
行
き
過
ぎ
と
考
え
た
も
の
は
、
実
は
単
な
る
均
衡
配
分
率
の
上
昇
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
問
題
に
な
っ
た
モ
デ
ル
は
、
コ
ソ
ラ
ヅ
ド
で
は
均
街
的
均
等
成
長
の
、
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
で
は
均
衡
的
不
均
等
成
長
の
そ
れ
で
あ
っ

た
。　

も
し
も
は
じ
め
に
貯
蓄
－
投
資
の
均
等
を
仮
定
す
る
な
ら
ぼ
、
そ
し
て
そ
の
う
え
氏
＆
を
与
え
ら
れ
た
技
術
的
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

と
仮
定
し
て
し
ま
え
ぼ
、
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
が
云
う
と
お
り
不
均
等
発
展
の
原
因
は
貯
蓄
率
の
上
昇
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
問

題
は
、
い
っ
た
い
貯
蓄
－
投
資
の
均
等
を
は
じ
め
か
ら
仮
定
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
ケ
イ
ソ
ズ
理
論
の
「
長
期
化
」
の
途
が
、
ハ
ロ
ッ
ド
・
ド
ー
マ
ー
の
成
長
理
論
に
よ
っ
て
ひ
ら
か
れ
て
以
来
、
成
長
論
者
は
ほ
と

ん
ど
例
外
な
し
に
完
全
能
力
成
長
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
は
、
最
近
ま
で
の
驚
異
的
な
技
術
進
歩
を
背
景
に
資
本
主
義
が
成
長
力
を

と
り
戻
し
た
と
い
う
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
経
済
学
者
の
自
信
回
復
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
云
え
な
く
も
な
い
が
、
私
に
は
む
し
ろ
、
構
造
的
な

失
業
を
克
服
す
る
た
め
に
構
造
的
対
策
を
提
案
せ
ざ
る
を
得
な
い
危
機
意
識
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
思
え
る
。
っ
ま
り
ヶ
イ
ソ
ズ
が
そ
の

っ
ど
解
決
し
よ
う
と
し
た
失
業
を
、
成
長
論
者
は
、
い
わ
ぼ
は
じ
め
か
ら
出
て
こ
な
い
よ
う
封
じ
込
め
る
仕
組
み
を
考
え
よ
う
と
す

る
。
そ
れ
が
完
全
雇
用
、
完
全
能
力
の
も
と
で
の
貯
蓄
１
１
投
資
の
仮
定
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
も
し
貯
蓄
と
投
資
の
均
等
が
か
よ
う
な
彩
で
仮
定
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ぼ
、
い
っ
た
い
資
本
家
の
坐
る
席
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。
居
る
の
は
た
だ
生
産
老
と
消
費
者
だ
げ
で
あ
り
、
成
長
の
要
因
は
た
だ
、
っ
ね
に
投
資
率
ｓ
（
或
は
そ
の
裏
で
あ
る
消

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
四
一
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
（
四
一
八
）

費
率
ぴ
）
だ
げ
で
あ
る
。
資
本
家
不
在
と
い
う
点
で
は
、
フ
ラ
ソ
ケ
ル
も
コ
ソ
ラ
ッ
ド
も
相
違
は
な
い
。
生
産
者
或
は
そ
の
代
表
者

で
あ
る
国
家
は
、
最
高
善
↓
局
度
成
長
の
た
め
に
全
国
民
１
１
消
費
者
の
消
費
率
を
規
制
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
し
、
ま
た
規
制
で
き
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
利
潤
追
求
の
推
進
動
機
も
な
げ
れ
ぼ
、
ま
た
そ
の
担
い
手
で
あ
る
資
本
家
も
い
な
い
。
こ
れ
が
多
く

の
コ
ソ
ラ
ヅ
ド
や
多
く
の
フ
ラ
ソ
ケ
ル
の
、
す
な
わ
ち
成
長
論
者
の
立
場
で
あ
る
。
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
国
家
資
本
主
義
や
国
家
独

占
資
本
主
義
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
、
資
本
主
義
を
と
り
去
っ
て
し
ま
え
ぼ
、
あ
と
に
は
成
長
論
者
の
考
え
る
よ
う
た
「
救
い
の
神
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

（
宗
易
員
昌
８
巨
§
）
と
し
て
の
国
家
し
か
残
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
し
か
し
ひ
と
た
び
資
本
制
的
な
成
長
が
問
題
と
な
る
や
い
な
や
、
均
衡
の
基
準
は
資
本
制
的
な
貯
蓄
と
投
資
の
均
等
に
な
げ
れ
ば

．
な
ら
な
い
。
こ
の
基
準
は
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
に
固
く
制
約
さ
れ
て
お
り
、
フ
ル
・
エ
ソ
プ
ロ
イ
メ
ソ
ト
や
フ
ル
・
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
を
含
む
保
障
は
ど
こ
に
も
な
い
。
そ
の
う
え
こ
の
基
準
は
不
断
に
破
壊
さ
れ
、
暴
力
的
に
回
復
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ

る
。
か
よ
う
な
資
本
制
的
な
貯
蓄
Ｈ
投
資
の
均
等
を
前
提
と
し
な
い
コ
ソ
ラ
ッ
ド
や
フ
ラ
ソ
ケ
ル
の
議
論
は
、
む
し
ろ
杜
会
主
義
的

な
成
長
に
ヨ
リ
よ
く
適
合
し
て
い
る
と
云
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
制
度
的
な
失
業
の
存
在
し
な
い
杜
会
主
義
の
下
で
は
、
そ
の
基
本

的
経
済
法
則
は
投
資
を
増
大
す
る
消
費
と
、
そ
れ
を
充
た
す
た
め
に
必
要
な
投
資
財
増
大
に
照
応
す
る
投
資
配
分
を
要
誇
す
る
。
国

家
は
か
よ
う
な
計
画
的
な
投
資
配
分
を
実
現
す
る
基
礎
（
生
産
手
段
の
全
国
民
的
所
有
）
と
、
そ
の
手
段
（
計
画
経
済
）
と
を
も
っ

て
い
る
。
実
行
は
も
ち
ろ
ん
計
画
と
乖
離
し
う
る
。
投
資
と
貯
蓄
の
総
枠
が
一
致
し
な
い
こ
と
は
あ
り
う
る
し
、
部
門
問
の
投
資
配

分
が
計
画
ど
お
り
に
進
行
し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
も
し
も
杜
会
主
義
の
成
長
に
不
均
衡
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
不
均
衡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

す
べ
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
技
術
的
な
計
画
精
度
の
問
題
で
あ
り
、
実
行
の
過
程
で
修
正
で
き
る
指
導
技
術
の
問
題
で
は
あ
っ
て
も
、

体
制
を
そ
の
根
底
か
ら
ゆ
る
が
す
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。



　
）

　
二
　
成
長
論
者
の
モ
デ
ル
に
資
本
家
が
存
在
し
な
い
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
反
論
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
も

　
（

知
れ
な
い
。
完
全
雇
用
や
完
全
能
力
成
長
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
資
本
家
の
利
潤
最
大
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
出
現
す
る
の
で

あ
っ
て
、
完
全
雇
用
や
完
全
能
力
を
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
利
潤
最
大
限
の
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
も
ま
た
仮
定
さ
れ

て
い
る
の
だ
、
と
。
し
か
し
こ
れ
は
原
因
と
結
果
を
ス
リ
か
え
る
強
弁
に
す
ぎ
な
い
。
利
潤
が
増
大
し
利
潤
率
が
高
ま
る
と
き
に
、

完
全
雇
用
と
完
全
能
力
に
近
づ
く
こ
と
が
本
当
だ
と
し
て
も
、
逆
に
完
全
雇
用
と
完
全
能
力
の
状
態
だ
か
ら
利
潤
最
大
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

に
は
た
ら
ぬ
。
資
本
家
を
満
足
さ
せ
る
適
正
成
長
率
が
完
全
雇
用
の
自
然
成
長
率
と
「
い
ず
れ
に
し
て
も
何
の
関
係
も
な
い
」
こ
と

は
、
ハ
ロ
ッ
ド
の
出
発
点
で
あ
り
、
こ
の
危
機
意
識
が
あ
れ
ぼ
こ
そ
成
長
論
者
は
国
家
投
資
に
命
綱
を
託
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　
コ
ソ
ロ
ッ
ド
や
フ
ラ
ソ
ケ
ル
の
成
長
論
に
は
不
均
衡
発
展
の
契
機
が
欠
げ
て
い
る
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
ふ
た
り
と
も
不
均

衡
発
展
の
脱
出
口
を
考
え
て
い
る
と
い
う
弁
解
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
ま
ず
コ
ソ
ラ
ッ
ド
は
既
述
の
よ
う
に
、
投
資
財
部
門
へ
の
投
資
が
均
衝
配
分
率
を
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
し
た
場
合
は
反
っ
て
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

が
減
少
す
る
と
主
張
し
っ
っ
も
、
現
実
に
は
こ
の
過
程
が
「
和
ら
げ
ら
れ
蔭
蔽
さ
れ
た
彫
で
し
か
生
じ
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
い
、
消

費
財
（
こ
こ
で
彼
が
考
え
て
い
る
の
は
食
料
で
あ
る
）
の
供
給
の
相
対
的
不
足
が
、
国
内
農
業
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
可
能
性
に

言
及
す
る
。
す
な
わ
ち
。
農
業
か
ら
投
資
財
部
門
へ
流
出
す
る
労
働
力
は
、
は
じ
め
か
ら
過
剰
な
（
限
界
生
産
力
が
ゼ
ロ
に
近
い
）

労
働
力
で
あ
っ
て
、
こ
の
流
出
に
１
よ
っ
て
食
料
生
産
は
な
ん
ら
影
響
を
受
げ
な
い
。
む
し
ろ
労
働
力
が
流
出
し
た
だ
け
自
家
梢
費
が

減
少
し
、
市
場
供
給
が
ふ
え
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
こ
の
万
能
性
を
利
用
す
る
唯
一
の
途
は
、
農
村
に
対
す
る
工
業
消
費
財
の
供
給

を
増
加
し
、
そ
れ
と
交
換
に
食
料
を
ひ
き
出
す
こ
と
だ
。
し
か
し
も
し
こ
う
し
て
農
村
の
過
剰
労
働
力
が
、
い
わ
ぼ
食
料
持
参
で
都

会
の
投
資
財
部
門
の
拡
大
に
参
加
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ぼ
、
コ
ソ
ラ
ツ
ド
の
い
う
投
資
財
部
門
の
追
加
労
働
者
に
対
す
る
消
費
財

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
四
一
九
）



■

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
四
二
〇
）

不
足
は
、
単
な
る
杷
憂
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
は
じ
め
か
ら
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
も
し
も
貯
蓄
と
投
資
の
総
枠
で
の
一
致
が
投
資
配
分
の
変
化
に
よ
っ
て
こ
わ
さ
れ
な
い
と
す
れ
ぼ
、
一
方
の
不
足
が

他
方
の
過
剰
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
。
こ
こ
に
は
不
均
衡
発
展
の
契
機
は
存
在
し
な
い
。

　
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
は
彼
の
不
均
等
発
展
の
モ
デ
ル
を
後
進
国
に
適
用
す
る
に
当
っ
て
、
こ
の
モ
デ
ル
が
部
門
間
の
資
本
移
動
を
捨
象
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

外
国
貿
易
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
後
進
国
の
消
費
財
部
門
は
主
と
し
て
農
業
部
門
で
あ
り
、
農
業
で
用
い
ら
れ

る
資
本
財
種
類
は
そ
の
ま
ま
投
資
財
部
門
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
消
費
財
都
門
に
も
転
用
で
き
な
い
。
だ
か
ら
部
門
間
の
資
本
移
動
を

捨
象
し
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
と
い
う
。
（
こ
れ
は
使
用
価
値
と
価
値
の
混
同
で
あ
る
。
）
次
ぎ
に
外
国
貿
易
に
っ
い
て
は
原
料
や
消

費
財
輸
出
と
交
換
に
資
本
財
を
輸
入
す
る
こ
と
が
、
投
資
財
部
門
の
優
先
的
発
展
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
緩
和
す
る
こ
と
を
み
と
め
っ

っ
も
、
後
進
国
の
輸
出
市
場
は
狭
く
、
外
貨
の
手
持
も
乏
し
く
、
そ
の
う
え
世
界
的
な
白
給
自
足
の
風
潮
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。
し
た
が
っ
て
外
国
貿
場
を
無
視
し
て
も
、
彼
の
モ
デ
ル
の
有
用
性
を
大
し
て
損
じ
な
い
と
い
１
う
。
不
均
等
発
展
の
論
理
を
明

ら
か
に
す
る
に
さ
い
し
て
、
外
国
貿
場
を
捨
象
す
る
こ
と
は
正
し
い
。
し
か
し
そ
れ
は
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
の
い
う
よ
う
な
便
宜
的
な
理
由

か
ら
で
は
な
い
。
不
均
衡
の
契
機
は
彼
の
ア
ソ
バ
ラ
ン
ス
成
長
論
の
中
に
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
成
長
論
者
の
モ
デ
ル
に
と
っ
て
は
、
バ
ラ
ソ
ス
成
長
の
で
あ
れ
ア
ソ
バ
ラ
ン
ス
成
長
の
で
あ
れ
、
不
均
衡
発
展
の
契
機

は
つ
い
に
無
縁
の
存
在
だ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

峯
．
勺
Ｈ
彗
ぎ
ポ
◎
り
．
９
．
ら
．
岬
．

勺
．
く
．
ｃ
ｏ
考
ｏ
竃
ざ
。
旨
巨
く
葦
§
己
穴
２
亮
ｏ
・
、
一
Ｈ
置
ｏ
ぎ
。
．
穴
２
罵
乙
つ
、
○
彗
實
巴
↓
ぎ
◎
ｑ
、
、
＆
．

射
．
句
．
｝
胃
『
邑
一
。
↓
◎
ミ
胃
象
～
ｏ
着
昌
－
ｏ
向
８
９
昌
－
８
、
一
岩
お
一
勺
』
Ｈ
．

げ
ｋ
申
－
呉
碧
プ
昌
”
ｐ

Ｏ
』
婁



（
４
）

（
５
）

キ
穴
Ｏ
冒
邑
一
Ｐ
Ｐ
○
二
Ｃ
つ
Ｃ
０
．
Ｏ
Ｈ
－
竃
．

く
．
～
彗
訂
ボ
ｏ
ｏ
ｏ
デ
り
．
一
心
．

、

不
均
等
発
殴
と
不
均
衡
発
展
Ｈ
（
建
林
）

二
九
　
（
四
二
一
）


